
 

公益社団法人京都府産業資源循環協会 

 

 

公益充実資金に係る公表事項 

 

 

 公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律施行規則第23条第1項第2号に基づき、当協会の公益充実資金に

ついて公表します。以下の資料は、行政庁へ提出した公益充実資金に関する書類の内容を掲載したものです。 

 

認定法第21条第２項第４号及び認定規則第46条第１項第４号及び第7号 

【別表A（５）－１（公益充実資金の明細）】 

１． 公益充実資金の前年度末明細 

公益充実資金の前年度末値を確認します。 

前年度末 

各資金の明細 実施時期（年度）※西暦 所要額 残高 

   円 円 

 
２． 公益充実資金の本年度末明細 

公益充実資金の本年度末値を確認します。 

当該事業年度開始日(西暦) 2025/4/1 

 
本年度末 

前期末残高 取崩額（合計値） 取崩額のうち資産取得分以外 積立額 今期末残高 積立限度額 

0 円 0 円 0 円 2,000,000 円 2,000,000 円 10,000,000 円 

各資金の明細 実施時期（年度）※西暦 所要額 取崩額（個別） 備考 

公益目的事業持続化資金 費用 2030 10,000,000 円 円  

 

３． 公益充実資金の積立内訳、積立基準額の算定値（中期的収支均衡の50%超繰入れ時用） 

中期的収支均衡の観点で、50%を超えて繰入れをする際に使用する公益充実資金の各種算定値を確認します。 

各資金の明細 期首積立内訳（算定値） 残り必要額（算定値） 支出までの残存期間 活動毎積立基準額（算定値） 積立基準額（算定値） 

公益目的事業持続化資金 費用 円 10,000,000 円 71 月 1,690,141 円 1,690,141 円 

 

４． 公益充実資金と公益目的事業費率、使途不特定財産上限との関連値 

公益目的事業費率及び使途不特定財産上限との関係で、公益充実資金における必要な値を確認します。 

各資金の明細 積立内訳（算定値、公益実施費用額に算入） 取崩内訳（公益実施費用額から控除） 

公益目的事業持続化資金 費用 2,000,000 円 
 

合計 2,000,000 円 0 円 

  
 

【別表A（５）－２（公益充実資金の明 細）】 
  

費用  
特定の事業又は資産取得等の名称 公益目的事業持続化資金 

 

 

当該活動の内容 

将来の公益目的事業の継続・安定的実施を確保するための財源確保を目的とする。 
当協会の収益の主軸である会費収入、産業廃棄物管理票、講習会収益が減少傾向である一方、費用は                                                                                         
増加傾向にある。また、業界動向を踏まえると、会員増加や収益事業の増収は見込みにくく、今後も収益減
少が予想される。このため、一時的収益等により黒字が確保できる年度に計画的に積立を行い、将来の収支
変動に備えることで、既存の公益目的事業を安定的に実施するための財源とする。 

計画期間（目的設定～実施） 西暦 2025 年 4 月 ～ 2031 年 3 月 月数 （ 71 月） 

 

所要額の算定方法 

公益法人移行後の収支変動から、2030年度の収益及び費用を想定し、考えられる赤字額（不足額）を  補え 
るように、他の資金（基本財産や流動資産）の活用も想定した上で、今回の積立限度額（支払額）を  設定した。 
なお、本資金の積立原資は主に剰余金を想定しており、新制度における中期的収支均衡の解消期間であ                                                                                         
る 5年間を積立期間としている。 
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